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[国際会議の概要] 

本助成を受けて平成 2９年 8 月 13 日から 18 日にかけてフランス・パリにて開催された

Goldschmidt 2017（ゴールドシュミット 2017）に参加した。この国際会議は毎年 European 

Association of Geochemistry と Geochemical Society が主催している地球化学の国際会議で

ある。世界各国から地球化学のみならず岩石学、地質学、鉱物学、年代学をはじめとした広い

分野の著名な研究者が集結する学会であり、取り扱われるテーマは多岐にわたる。今回も大き

く 23 のテーマに分かれてセッションが組まれ、そのそれぞれの中にさらに細分化した 10程度

のセッションが編成された。午前の口頭発表のセッションは 8時半から始まり、昼食休憩をは

さんで、夕方 17 時半まで続く。昼食休憩の時間帯には、プレナリーレクチャーなどが組まれ

ていた。17 時半以降はポスターセッションが 19 時半まで行われた。会場には分析機器の企業

や出版社のブースが多数出展され、最新の分析機器に関する情報も入手できた。また、会場の

随所に椅子やテーブルが配されており、他の研究者と議論をするのに適した環境を提供してい

た。 

 

[成果発表の概要] 

Crustal differentiation and specialization という大テーマの中の「06j: Aqueous fluids 

in the crust」セッションにおいて、「東南極の大陸衝突帯に産するグラニュライト相下部地

殻に対する昇温変成期の塩素に富む流体流入（セール・ロンダーネ山地 パーレバンデ）」と

いうタイトルで口頭発表を行った。また、同じセッションにおいて、第 3著者としてポスター

発表も１件行った。 

口頭発表を行った研究では、東南極セール・ロンダーネ山地に露出する、大陸衝突帯の中～

下部地殻に相当するグラニュライト地帯に局所的に産する塩素に富む鉱物の産状解析をはじ

め、鉱物化学分析・組織観察と熱力学的解析に基づくそれらの鉱物の形成温度圧力条件の推定、

およびジルコンの U-Pb 年代決定などを行った。塩素を高濃度に富む黒雲母や角閃石、燐灰石

が高度変成岩類中に形成されるには、通常の全岩化学組成をもつ岩石の場合、外部からの塩素

の添加（塩素に富む流体の流入）が必要であることから、これらに基づいて、岩石のたどった

温度―圧力―時間―流体組成履歴を構築し、いつ、どこで（大陸衝突帯のどのような場で）塩

素に富む流体活動が起きたのかを推定した。その結果、主たるテクトニック境界の下盤最上部

で、昇温変成期から降温変成期にかけて断続的に、塩素に富む流体活動がおきていたことがわ

かった。 

 発表に対しては講演後に個別に受けた質問1件とコメント1件を含め6件の質問やコメント

があり、具体的な分析データに関する質問や、鉱物中の塩素濃度上昇がどのようにして起きた

のかの判定法に関する質問が出た。岩石中の塩素の化学分析方法についての議論や、同位体比

を用いた流体の起源の推定と SIMS を用いた塩素同位体分析の現状についての議論を、ハロゲ

ンの地球化学的研究を長く続けている研究者や SIMS 分析に詳しい研究者（いずれも欧州の研



究機関所属）とでき、研究交流を開始できたことは大きな収穫であった。 

 今年の本国際会議では、高圧変成岩中の塩素の挙動に関する、博士課程大学院生レベルの研

究発表が多く、特に SIMS を用いた微量の塩素の定量の発展により、変成度の変化に伴うホス

ト鉱物の変化を追うことが可能になってきていることを認識できた。しかし研究者同士で互い

に矛盾する結果もあり、統一的な見解が提示されるまでには解明されていないことも確認でき

た。まだ論文になるまでには時間のかかる、非常にホットな情報が収集できたことは、今後の

研究計画を練るうえで大変有意義であった。この場を借りて、京都大学教育研究振興財団のあ

たたかいご支援に感謝申し上げます。 

 


